
　　　東御市３階直圧給水要領
　（趣旨）
第１条　この東御市３階直圧給水要領は、東御市給水装置施行基準（以下「施行基準」という。）第８条第２項第１号に規定する３階直圧給水（以下「３直給水」という。）の施行に関し、必要な事項を定めるものとする。
　（事前調査）
第２条　給水区域内の３階建ての建築物に３直給水を行おうとする場合は、給水装置設置場所、建築物の概要、最高給水高、配給水管の最小動水圧等の事前調査を行い、適切な給水計画を立案し、水圧及び給水量が不足しないように量水器及び給水管口径等を決定しなければならない。
　（給水計画）
第３条　給水計画は、次の各号に適合するものとする。

(1) 給配水管からの分岐口径は、20㎜以上とする。

(2) ３階へ給水する量水器の口径は、20㎜以上とする。

(3) 給水器具等の最高設置高さは、給配水管が布設されている道路面（ＧＬ）より7.5m以下とする。

(4) ３階のトイレはロータンク式とする。

(5) ３階へ給水する給水装置については、水圧下限が0.2Ｍpaとなるように設計すること。

（給水管口径）
第４条　給水管の口径は、分岐する給配水管の管上から３階部分の最も高い給水用具までの高さに総損失水頭を加えたものが、分岐する給配水管の設計水圧の水頭以下になるように計算すること。

２　前項に規定する計算は次の各号を参考にすること。
(1) 給水器具の数と同時に使用する給水器具との関係は、３直別表第１のとおりとする。

(2) 共同住宅等の場合の戸数と同時使用率の関係は、３直別表第２のとおりとする。
(3) 同時使用水栓の優先順序は、原則として次のとおりとする。
　　ア　台所、浴室、トイレ、洗面所の順とする。ただし、１戸につき同一用途に２戸以上の水栓がある場合は、高い位置に設置されている方の水栓を優先すること。

　　イ　湯沸器等特に水圧を必要とする特殊器具を３階部に設置する場合は、それらの器具を最優先すること。

　　ウ　３階部の水栓は、少なくとも１個以上考慮すること。

(4) 給水器具１栓あたりの所要水量は、0.2㍑／秒以上とすること。また湯沸器１器あたりの所要水量は、0.1㍑／秒以上とすること。

(5) 損失水頭は、管壁の摩擦損失水頭、量水器、給水栓等の損失水頭を考慮し、管の屈曲、管の断面変化、ゲートバルブ等は省略することができる。
(6) 給水器具の損失水頭は、３直別表第３によること。
　（協議）
第５条　給水方式に３直給水を選択した場合は、３階直圧給水協議書（３直要領様式第１号）により協議を行い、その３直給水が施行基準第８条第１項第１号及び３直要領の規定に適合するものであることについて、可否の回答を受けなければならない。

２　３階直圧給水協議書には、位置（案内）図、平面配管図、立面配管図、流量計算表（３直要領様式第２号）及び流量計算図面を添付しなければならない。

３　前項に規定する流量計算表の作成は、次の各号により行うものとする。

(1) 流量計算は３階部分を中心に設定し、同時使用水栓のうち最優先される給水栓より行うこと。

(2) 流量計算に必要な区間記号は英字記号（Ａ～Ｚ）で示すこと。

４　第２項に規定する流量計算図面の作成は、次の各号により行うものとする。

(1) 流量計算に必要な口径、距離、区間記号等を記入すること。

(2) ３直流量計算図面に記入する区間記号は英字記号（Ａ～Ｚ）で示すこと。

(3) 同時使用水栓を○で囲むこと。

(4) 給水器具にはすべて使用用途を記入すること。

(5) 流量計算の対象となる配管を朱書きで記入すること。

（誓約書）
第６条　前条の規定による協議に対し、３直給水が可能である回答があった場合は、施行基準第２条の規定による給水装置工事の申込みの際に、３階直圧給水誓約書（３直要領様式第３号）を添付しなければならない。
３直別表第１
	給水栓数
	同時使用率を考慮した給水栓数

	　　　　１個
	１個

	　　２～４個
	２個以上

	　５～１０個
	３個以上

	１１～１５個
	４個以上

	１６～２０個
	５個以上

	２１～３０個
	６個以上


３直別表第２
　　連合給水管の同時使用率

	戸数（戸）
	１～３
	４～１０
	１１～２０

	同時使用率（%）
	１００
	９０
	８０


３直別表第３
直管換算長（ｍ）

	口径
(㎜)
	分岐

個所
	逆流防止止水栓
	甲止

水栓
	量水器
	逆止弁
	不凍栓
	給水栓
	定水

位弁
	ボールタップ

	13
	
	3.0
	3.0
	3.0
	
	3.0
	3.0
	
	

	20
	1.0
	3.0
	8.0
	6.0
	
	8.0
	8.0
	
	

	25
	1.0
	3.0
	8.0
	14.0
	
	8.0
	8.0
	15.0
	15.0

	30
	1.0
	
	
	11.0
	3.0
	
	
	
	

	40
	1.0
	
	
	34.0
	3.0
	
	
	20.0
	20.0

	50
	1.0
	
	
	35.0
	3.0
	
	
	18.0
	18.0


＊　ロータンクボールタップは給水栓を適用すること。
３直別表第４
東京都実験公式流量表【動水勾配表（％）】

	流量I／S

口径ｍｍ
	0.1
	0.2
	0.3
	0.4
	0.5
	0.6
	0.7
	0.8
	0.9
	1.0

	13
	84
	290
	598
	999
	
	
	
	
	
	

	20
	10
	35
	74
	123
	184
	254
	335
	425
	525
	633

	25
	4
	12
	25
	42
	62
	86
	113
	144
	178
	214

	30
	
	5
	10
	17
	26
	36
	47
	59
	73
	88

	40
	
	
	
	4
	6
	9
	12
	15
	18
	22

	50
	
	
	
	
	
	
	4
	5
	6
	7


	流量I／S

口径ｍｍ
	1.1
	1.2
	1.3
	1.4
	1.5
	1.6
	1.7
	1.8
	1.9
	2.0

	13
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	20
	751
	877
	
	
	
	
	
	
	
	

	25
	254
	297
	342
	391
	442
	496
	553
	612
	674
	739

	30
	105
	122
	141
	161
	182
	205
	228
	252
	278
	305

	40
	26
	30
	35
	40
	45
	51
	56
	62
	69
	75

	50
	9
	10
	12
	14
	15
	17
	19
	21
	23
	26


	流量I／S

口径ｍｍ
	2.1
	2.2
	2.3
	2.4
	2.5
	2.6
	2.7
	2.8
	2.9
	3.0

	30
	332
	361
	391
	422
	454
	487
	521
	556
	592
	629

	40
	82
	89
	97
	104
	112
	120
	129
	137
	146
	155

	50
	28
	30
	33
	35
	38
	41
	44
	47
	50
	53


	流量I／S

口径ｍｍ
	3.1
	3.2
	3.3
	3.4
	3.5
	3.6
	3.7
	3.8
	3.9
	4.0

	30
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	40
	165
	174
	184
	194
	205
	215
	226
	237
	248
	260

	50
	56
	59
	62
	66
	69
	73
	77
	80
	84
	88


３　階　直　圧　給　水　協　議　書

（協議先）　東　御　市　長

住　所

申　請　者

氏　名　　　　　　　　㊞

東御市３階直圧給水基準に基づき下記のとおり協議します。

記

１　給水装置設置場所　　　東御市　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２　建築物及び装置概要

（１）付近水圧　　　　　　　ＭＰa　　・測定年月日　　年　　月　　日

 (２）階数・用途　　　　　　　　階建　　用途（　　　　　　　　　　　）

　（３）給水最高高さ　　　配水管布設地面より　　　　　　ｍ

　（４）取出口径　　　　　　　　ｍｍ

　（５）量水器口径　　　　　　　　ｍｍ

　（６）工事区分　　新　設　・　改　造
３　添付図書　　　　　 位置図　・　平面配管図　・　立面配管図　・　流量計算表
４　指定工事業者
住　　　所

社　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　eq \o\ac(○,印)
主任技術者　　　　　　　　　　　　　　　　　　eq \o\ac(○,印)
流　量　計　算　表
	区　　　間

給水器具名等
	口径

ｍｍ
	流量

Q

㍑／ｓ
	延長（直管換算長）
L

（ｍ）
	動水勾配

I

（‰）
	損失水頭
L×I×１／1000
（ｍ）
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	給水装置設置場所
	東御市

	申請者
	

	給水装置工事事業者
	


誓　　約　　書

年　　　月　　　日
（提出先）　東　御　市　長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　所

氏　　名　　　　　　　　　　㊞

給水装置工事場所
　私は、この度３階直圧給水を実施しますが、次の事項について誓約します。

１　将来の水圧変動等により３階部分の水圧低下、出水不良等が生じても上下水道課に対して異議申し立てをしません。なお、必要があれば自費で受水槽、ポンプ等を設置します。

２　３階部分の部屋を賃貸する場合は、本給水装置が条件付であることを所有者の責任において使用者に熟知させます。
３　本給水装置の破裂等の事故発生時における修繕、対策等を行うものとして次の給水装置工事業者を指定します。

申請者が指定する給水装置工事業者
住　　　所

社　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　eq \o\ac(○,印)
主任技術者　　　　　　　　　　　　　　　　　　eq \o\ac(○,印)
　当社（当店）は、本給水装置に発生した破裂等の事故については、修理等の対策を責任をもって行います。

受　水　槽　容　量　計　算　方　法
　受水槽式給水を計画する場合は、建築物の規模及び使用目的等を考慮し、容量計算書を作成することにより、適切な受水槽容量、ポンプ能力及び量水器口径等を設定しなければならない。

　また、受水槽式給水装置工事を申し込む場合は、受水槽容量計算書及び受水槽設置届を提出し承認を受けなければならない。
１　給水計画

　　受水槽容量等を設定するに当り、下記の各号について調査し明確にすること。

　　なお、各号の数値等は計算書に記入し、以下の各項についても同様とする。

（1） 給水対象

使用人員数、又は使用人員数が不明な場合は延べ床面積より求める．

（2） 単位給水量

「建物種類別単位給水量・使用時間・人員表」（施工基準別表第１）より使用人員１人又は１㎡当たりの１日当たり給水量（㍑/人、㍑/㎡等）を求める。

　

（3） 使用時間

　　　「建物種類別単位給水量・使用時間・人員表」（施工基準別表第１）より該当する建物種類を選び、その１日当たりの使用時間（ｈ/日）を求める。

（4） １日当たりの給水量

　　　　１日当たりの給水量は次の式で表される。

　　　　Ｑｄ＝給水対象（人、㎡）×単位給水量（㍑）
　　　　Ｑｄ：１日当たり給水量（㍑/日）

２　受水槽容量

受水槽容量は水質及び円滑な給水を保持するために、１日当たり給水量の４／１０～６／１０を標準とする。

受水槽容量（ｍ３）＝Ｑｄ×（４／１０～６／１０）

３　量水器口径

　　量水器口径及び給水管口径は、施行基準第８条及び第９条の各号を基に決定し、以下の各号が表を参考に適正値範囲内になるように口径を設定しなければならない。

（1） 時間平均給水使用量

時間平均給水使用量は次の式で表される。

　　　Ｑｈ＝Ｑｄ÷使用時間（ｈ/日）

　　　Ｑｈ：時間平均給水使用量（㍑/ｈ）

　（２）時間最大予想給水量

時間最大予想給水量は次の式で表される。

　　　Ｑｍ=（1.5～2.0）×Ｑｈ

　　　Ｑｈ：時間最大予想給水量（㍑/ｈ）

　（３）瞬間最大予想給水量

瞬間最大予想給水量は次の式で表される。

　　　Ｑｐ＝（３～４）×Ｑｈ÷６０

　　　Ｑｐ：瞬間最大予想給水量（㍑/ｍｉｎ）

４　設計加圧ポンプ能力

　　加圧ポンプは揚水能力が瞬間最大予想給水量（㍑/ｍｉｎ）以上のものを選定する。


